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ELSI を考慮した脱炭素化技術評価枠組の展開 

 

○ハルトヴィッヒ・マヌエラ *・江守 正多 **,* 

 

１．はじめに 

 エネルギー技術評価は、技術の未来に関する政策の意思決定に必要な情報を提供するこ

とを目的としている。また、技術の適用による長期的・短期的な影響や潜在的な対立を調

査・予測するための政策ツールでもある。技術やその応用の評価における ELSI（倫理

的、法的、社会的問題）アプローチの目的は、社会への潜在的な悪影響や技術の倫理的意

味合いを考慮し、社会と政策の橋渡しをすることである。2050年までに脱炭素社会を実現

するためには、エネルギー技術の総合的な評価、つまり、社会、経済、政治、環境への影

響、そしてその倫理的な意味合いの評価が必要である。社会・エネルギーシステムの脱炭

素化が進み、利用可能な技術が複雑になるにつれ、その倫理的な意味合いを見過ごすと、

将来的に社会や環境にさらなる悪影響を及ぼす可能性があるため、規範倫理と経験倫理

（実践倫理）の両面からエネルギー技術の倫理的な意味合いを評価することは、ますます

重要な課題となっている。 

 

２．分析方法 

 脱炭素化技術に関する ELSI を含む技術評価フレームワークを開発するために、エネル

ギー倫理、社会、倫理、経済、環境の文脈における技術評価研究、エネルギー正義をレビ

ューし、1）指標、価値、影響領域の特定、2）フレームワークマトリックスの設計を網羅

的検討した。 

 

３．分析結果 

 実 ⽤ 倫 理 の 次 元 が 異 な れ ば 、 価 値 観 も 異 な る 。 技 術 の 倫 理 的 考 察 は 、 異 な る 道 徳 的 前 提
か ら ⽣ じ る 対 ⽴ を 解 決 す る た め の ⽅ 法 論 で あ る と 考 え ら れ て い る 。 ま た 、 技 術 の 倫 理 的 考
察 は 、 道 徳 的 対 ⽴ が ⽣ じ た 場 合 に 必 要 な も の と 考 え ら れ て い る (Grunwald, 2000)。 エ ネ ル
ギ ー 転 換 や 数 多 く の 脱 炭 素 化 シ ナ リ オ は 、 様 々 な レ ベ ル の 道 徳 的 葛 藤 か ら 構 成 さ れ て お
り 、 機 会 、 限 界 、 因 果 関 係 、 個 ⼈ 、 社 会 、 ⾃ 然 環 境 へ の 影 響 を 考 慮 し た 、 エ ネ ル ギ ー の 倫
理 的 問 題 を 評 価 す る 必 要 性 を 強 調 し て い る 。 ⾔ い 換 え れ ば 、 科 学 的 な 評 価 と 同 様 に 、 地 域
の 実 践 的 な 経 験 を 考 慮 す る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ て い る (Droste-Franke & Kamp, 
2021)。 技 術 主 義 的 な 技 術 評 価 ア プ ロ ー チ が 社 会 的 ⽂ 脈 の 考 慮 を ⽋ い て い る ⼀ ⽅ で 、 技 術
評 価 の 対 象 と ⽅ 法 論 の 両 ⽅ に 影 響 を 与 え る 社 会 シ ス テ ム ア プ ロ ー チ が 出 現 し て い る 。 例 え
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ば 、 構 成 的 (constructive)技 術 評 価 は 、 意 思 決 定 者 と 消 費 者 の 相 互 作 ⽤ を 促 進 す る こ と
で 、 共 創 プ ロ セ ス を 考 慮 す る 。 参 加 型 技 術 評 価 は 、 技 術 の 理 解 を 深 め る た め に 、 プ ロ セ ス
全 体 に 関 係 者 に 情 報 を 与 え 、 関 与 さ せ る プ ロ セ ス を 考 慮 す る (Lucivero, 2016; Russell et 
al., 2010)。 政 策 イ ン パ ク ト の 次
元 を 追 加 す る と 、 エ ネ ル ギ ー 正 義
の 概 念 は 、 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム に
よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 不 正 義 を 特
定 し 、 社 会 政 治 的 お よ び 社 会 ⽂ 化
的 な 価 値 も 含 む 解 決 策 を ⾒つけ
る 。図1は 、説明し たメタ分析に
基づい て開発し た ELSI 統合 技 術
評 価 で あ る 。  
 
４．結論 

 枠組案にはメリットとデメリットがある。多くの技術評価枠組が多くても2つの次元を

同時に考慮するのに対し、我々の枠組は、4つの主要な影響領域と異なる価値体系の間の

相互関係を考慮することで価値を高めている。各セルを分析するためには、複雑な複合的

手法が必要であり、この技術評価枠組はツールとしての使い勝手が難しい場合もあるかも

しれない。社会的文脈における技術評価は、このような枠組のもう一つの機能であり、技

術評価においてローカルな経験を統合するためのコミュニケーションツールであることが

分った。脱炭素化技術に限らず、政策決定のためのツールになる可能性がある。 
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図 1 ELSI を考慮した脱炭素化技術評価枠組案 
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